
第13期決算概要
（2023年4月1日から2024年3月31日まで）

公益財団法人日本陸上競技連盟



【 第1期（2011年度）～第13期（2023年度）決算推移 】

日本陸上競技連盟は、2011年8月に公益財団法人に移行し、2011年度が第1期、2023年度は第13期となった。
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（単位：円）

期（年度） 経常収益計 経常費用計 当期経常増減額

第1期（2011年度） 1,731,289,416 1,117,579,109 613,710,307

第2期（2012年度） 2,110,997,426 1,874,991,941 236,005,485

第3期（2013年度） 1,948,816,096 1,772,634,588 176,181,508

第4期（2014年度） 1,902,147,951 1,808,412,583 93,735,368

第5期（2015年度） 2,084,311,614 1,928,331,180 155,980,434

第6期（2016年度） 2,109,696,087 2,057,843,344 51,852,743

第7期（2017年度） 2,176,047,920 2,016,565,982 159,481,938

第8期（2018年度） 2,283,309,600 2,274,933,692 8,375,908

第9期（2019年度） 3,249,660,506 3,722,978,180 △ 473,317,674

第10期（2020年度） 1,036,212,018 1,165,258,022 △ 129,046,004

第11期（2021年度） 1,771,186,863 1,392,458,494 378,728,369

第12期（2022年度） 1,716,733,423 1,601,774,975 114,958,448

第13期（2023年度） 1,812,542,866 1,711,919,504 100,623,362

【 第1期（2011年度）～第13期（2023年度）決算推移 】
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（単位：円）

【経常収益】

科目
第13期

（2023年度）
第12期

（2022年度）
増減 備考

経常収益計 1,812,542,866 1,716,733,423 95,809,443

基本財産運用収益 8,071,955 5,487,338 2,584,617

登録料受入収益 255,439,700 252,255,000 3,184,700

加盟金受入収益 4,700,000 4,700,000 0
加盟団体（都道府県陸上競技協会）からの加盟料
（1加盟団体100,000円）

受取寄付金 17,497,000 10,556,000 6,941,000

受取委託金・助成金 174,454,431 239,524,293 △ 65,069,862

JOC受取委託金 112,572,431 111,557,275 1,015,156
日本オリンピック委員会（JOC）
選手強化NF事業補助金及び民間スポーツ振興費等補助金

スポーツ振興基金受取助成金 12,000,000 37,800,000 △ 25,800,000 日本スポーツ振興センター（JSC）スポーツ振興基金助成金

スポーツくじ受取助成金 49,882,000 40,328,000 9,554,000 日本スポーツ振興センター（JSC）スポーツ振興くじ助成金

ニッポン復活プロジェクト受取助成金 0 13,475,381 △ 13,475,381
日本スポーツ振興センター（JSC）
有望アスリート海外強化支援事業助成金

ターゲット育成受取助成金 0 36,363,637 △ 36,363,637
日本スポーツ振興センター（JSC）
次世代ターゲットスポーツの育成事業助成金

基本財産＝1,200,000,000円に係る運用収益であり、基本財産の内訳は以下の通り。
定期預金 497,300,000 497,300,000

第7回三井住友フィナンシャルグループ任意償遺条項付永久劣後債 102,700,000

702,700,000
東北電力第3回利払繰延・期限前償還条項付社債 200,000,000

モルガンスタンレーファイナンスLLCインデックス連動債 200,000,000

第57回ソフトバンクグループ社債 200,000,000

合計 1,200,000,000 1,200,000,000

【 第13期（2023年度）決算概要 】
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【経常収益】

科目
第13期

（2023年度）
第12期

（2022年度）
増減 備考

事業収益 1,308,771,891 1,165,098,122 143,673,769

受取協賛金 925,435,560 777,187,503 148,248,057
オフィシャルパートナー、オフィシャルスポンサー、オフィシャルサポー
ティングカンパニーからの協賛金及び主催競技会協賛社からの協賛金等

広告料収益 209,091 209,091 0 主催競技会プログラム広告掲載料

参加料収益 60,262,167 56,303,585 3,958,582 主催競技会参加料及び公認スポーツ指導者養成講習会受講料等

入場料収益 78,010,251 91,154,817 △ 13,144,566 主催競技会及びアスレティックス・アワードの入場チケット料

プログラム売上収益 507,273 854,402 △ 347,129 主催競技会プログラム売上料

放送権料収益 50,000,000 51,500,000 △ 1,500,000 主催競技会放送権料及びインターネット動画配信権料

受取助成金 35,329,004 58,202,519 △ 22,873,515

主催競技会開催地補助金、ワールドアスレティックス（WA）開催補助金、
ミズノスポーツ振興財団助成金、上月財団助成金、日本オリンピック委員会
（JOC）選手強化交付金等

販賦収益 5,174,050 4,580,350 593,700 審判員章等売上料等

肖像権料収益 600,000 450,000 150,000

認定料収益 137,000,000 105,000,000 32,000,000

ジャパンマラソンチャンピオンシップ（JMC）シリーズ加盟料
グレードS（GS）＝20,000,000円、グレード1（G1）＝10,000,000円
グレード2（G2）＝3,000,000円、グレード3（G3）＝500,000円／競技会

その他の収益 16,244,495 19,655,855 △ 3,411,360

その他事業収益 33,775,178 32,788,241 986,937

器具検定料収益 6,540,430 5,852,140 688,290

競技場公認料収益 18,305,000 18,909,050 △ 604,050

後援名義使用料収益 5,070,000 3,810,000 1,260,000 後援競技会からの後援名義使用料

印税収益 1,607,173 1,805,693 △ 198,520

販売手数料収益 252,575 411,358 △ 158,783

陸上マガジン編集料収益 2,000,000 2,000,000 0

雑収益 9,832,711 6,324,429 3,508,282

【 第13期（2023年度）決算概要 】
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【経常費用】

科目
第13期

（2023年度）
第12期

（2022年度）
増減 備考

事業費 1,581,476,886 1,480,252,627 101,224,259 

管理費 130,442,618 121,522,348 8,920,270

経常費用計 1,711,919,504 1,601,774,975 110,144,529

役員報酬 17,801,400 16,800,000 1,001,400

給与・手当 189,563,618 182,624,971 6,938,647

賞与 47,087,029 41,374,450 5,712,579

賞与引当金繰入額 18,928,150 20,910,271 △ 1,982,121

退職給付引当金繰入額 14,702,984 16,208,569 △ 1,505,585

法定福利費 42,545,841 40,611,292 1,934,549

福利厚生費 1,936,662 1,850,470 86,192 生活習慣病予防健診料、福利厚生サービス会費等

減価償却費 31,784,241 30,305,556 1,478,685

水道光熱費 1,178,429 1,283,933 △ 105,504 事務所電気料金

旅費交通費 165,570,203 140,890,929 24,679,274
国内競技会、会議出席及び選手団に係る交通費、日当、宿泊費、食費等（競
技会の旅費交通費は競技役員を含む）

旅費交通費（国際） 175,348,850 126,174,989 49,173,861 国際競技会、会議及び選手団派遣に係る渡航費、日当、宿泊費、食費等

諸謝金 16,126,379 15,945,722 180,657
国内における各種講習会及び会議等での講師料、医師・トレーナー謝金、原
稿執筆料、通訳料等

諸謝金（国際） 3,187,790 1,740,000 1,447,790 国外における国際競技会トレーナー謝金、通訳料

通信費 13,651,536 10,214,374 3,437,162 電話料金、郵送料、グループウェア利用料、WEB会議通信費等

荷造配達費 7,628,683 8,051,420 △ 422,737 宅配便料金、外部倉庫配送料等

印刷製本費 24,272,112 20,729,452 3,542,660

賃借料 112,967,221 133,296,056 △ 20,328,835 事務所家賃、貸会議室利用料、競技会機材利用料、競技場利用料等

損害保険料 9,599,479 6,572,620 3,026,859 海外・国内旅行傷害保険料、レクリエーション保険料等

会議費 1,730,920 797,964 932,956

交際費 2,816,526 1,342,404 1,474,122

支払手数料 37,926,626 47,254,547 △ 9,327,921
振込・送金手数料、ペースメーカー料、チケット販売手数料、顧問料（弁護
士・公認会計士・税理士等）、派遣職員派遣費等

業務委託料 256,464,326 265,687,141 △ 9,222,815

主催競技会諸業務委託料、主催競技会EP・大型映像・ライブ配信費、WEB
ディレクション料、映像・動画制作費、ドーピング検査分担金、会計ソフト
利用料、システム運用・保守費用等

【 第13期（2023年度）決算概要 】
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【経常費用】

科目
第13期

（2023年度）
第12期

（2022年度）
増減 備考

備消品費 44,017,987 47,383,850 △ 3,365,863

新聞図書費 2,091,304 3,287,404 △ 1,196,100 講習会教本、ルールブック・ハンドブック等購入費

租税公課 1,288,700 2,030,547 △ 741,847 収入印紙代、宿泊税、特許出願料等

大学補助金 200,000 200,000 0

中学補助金 4,000,000 4,000,000 0

地域支援金 28,600,000 29,400,000 △ 800,000 加盟団体及び地域陸上競技協会への地域活性化助成金

強化費 183,443,769 168,738,333 14,705,436 報奨金（国際競技会・日本記録）、競技会賞金、強化事業合宿費等

会場設営・警備費 134,641,021 104,558,520 30,082,501 主催競技会・主催イベント会場設営費、主催競技会警備費等

主管料 17,800,003 17,727,275 72,728

広告宣伝費 13,250,270 11,311,073 1,939,197 主催競技会競技場広告掲出料、公共交通機関・駅・新聞広告掲出料

競技会等費用負担金 61,181,085 51,365,750 9,815,335

小学生陸上都道府県大会開催補助金、ホクレン・ディスタンスチャレンジ運
営協力費、ワールド・アスレティックス（WA）競技会運営補助費、公認ス
ポーツ指導者養成講習会開催補助金、U19強化合宿負担金等

仕入商品代 2,441,694 1,766,941 674,753 審判員章等仕入商品代

教育研修費 337,304 249,237 88,067

加盟料 526,506 671,522 △ 145,016
ワールド・アスレティックス（WA）年会費、日本スポーツ協会（JSPO）・
日本オリンピック委員会（JOC）加盟団体分担金

諸会費 150,453 62,333 88,120

雑費 24,619,908 26,387,772 △ 1,767,864

雑費（国際） 510,495 1,967,288 △ 1,456,793

当期経常増減額 100,623,362 114,958,448 △ 14,335,086

【経常外費用】

経常外費用計 1,019,700,000 0 1,019,700,000

東京2025世界陸上財団拠出金 990,600,000 0 990,600,000

ソフトウェア除却損 29,100,000 0 29,100,000

【 第13期（2023年度）決算概要 】
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経常収益

第13期（2023年度）決算額：1,812,542,866円 前期比：95,809,443円
第12期（2022年度）決算額：1,716,733,423円

第13期（2023年度）の収益の構成は、
➢ オフィシャルパートナー、オフィシャルスポンサー、サポーティングカンパニー等からの受取協賛金 約50％
➢ 登録料 約14％
➢ 日本オリンピック委員会（JOC）及び日本スポーツ振興センター（JSC）からの受取委託金・助成金 約10％
が主要な収益である。

❖ 登録料は、前期比としては約318万円増、登録会員数においては13,428人増であり、第11期（2021年度）に本連盟登録料を設定して以降、

2億5,000万円を超える安定した収益となっており、引き続き、システムの機能拡充による登録会員へのサービズ向上を図り、登録会員
獲得に努める。

❖ JOC及びJSCからの助成金・委託金は、収益の約10％を占めるが、前期より減収であった。第13期（2023年度）から第12期（2022年度）に

     かけて終了した助成金・委託金事業があったが、従来より更に積極的に活用し、新たな分野での申請を行う。

❖ 事業収益は、前期比1億4,300万円の増収となった。協賛金、参加料、JMCシリーズ加盟料は増収となった一方、入場料、放送権料、助成

     金は減収であった。入場料は1,300万円の減であったが、事業として心を動かす競技会の開催により競技場に足を運んでもらう施策を打ち

     出し、収益に繋げるとともに、陸上の価値を創造する。第13期（2023年度）には、アスレティックファミリー間での交流を図るため、ア

     スリート交流付きチケットを販売した。助成金の減収は、ゴールデングランプリ開催地が前期から別会場となり、開催地自治体からの補助

     金額の変更による。JMCシリーズ加盟料は、マラソングランドチャンピオンシップ（MGC）ファイナルチャレンジ、 パリ 2024 オリンピ

     ック競技大会のマラソン日本代表選手選考競技会として、5競技会をグレードS（GS）競技会で開催し、第12期（2022年度）より3,200万円

     の増収となった。

【 第13期（2023年度）決算概要 】
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【雑収益】

【その他事業収益】陸上マガジン編集料収益

【その他事業収益】販売手数料収益

【その他事業収益】印税収益

【その他事業収益】後援名義使用料収益

【その他事業収益】競技場公認料収益

【その他事業収益】器具検定料収益

【事業収益】その他の収益

【事業収益】認定料収益

【事業収益】肖像権料収益

【事業収益】販賦収益

【事業収益】受取助成金

【事業収益】放送権料収益

【事業収益】プログラム売上収益

【事業収益】入場料収益

【事業収益】参加料収益

【事業収益】広告料収益

【事業収益】受取協賛金

【受取委託金・助成金】JSC／スポーツくじ

【受取委託金・助成金】JSC／スポーツ振興基金

【受取委託金・助成金】JOC

【受取寄付金】

【加盟金受入収益】

【登録料受入収益】

【基本財産運用収益】

0.00% 10.00% 20.00% 30.00% 40.00% 50.00% 60.00%

0.54%

0.11%

0.01%

0.09%

0.28%

1.01%

0.36%

0.90%

7.56%

0.03%

0.29%

1.95%

2.76%

0.03%

4.30%

3.32%

0.01%

51.06%

2.75%

0.66%

6.21%

0.97%

0.26%

14.09%

0.45%

【 第13期（2023年度）決算概要 】
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経常費用

第13期（2023年度）決算額：1,711,919,504円 前期比：110,144,529円
第12期（2022年度）決算額：1,601,774,975円

第13期（2023年度）の費用の構成は、
➢ 業務委託料 約15％
➢ 給与・手当 約11％
➢ 強化費 約11％
➢ 旅費交通費（国際） 約10％
が主要な費用である。

❖ 主催競技会開催に係る主な費用は、旅費交通費、業務委託料、会場設営・警備費、主管料、広告宣伝費、競技会等費用負担金。招待選手・派遣役

     員・競技役員等の宿泊費、警備費等の人件費が高騰しており、赤字構造から脱却出来ないでままでいるため、徹底した見直しが必要である。各競

     技会の目的や特性に応じて競技会の仕様を見直し、コスト効果の観点で個々の費目ごとに適正化を図る。

❖ 強化事業に係る主な費用は、旅費交通費（国際）、強化費及び競技会等費用負担金。強化事業には国際競技会派遣事業が含まれる。期により、開

     かれる競技会が違うが、派遣選手団規模の拡充及び航空券代の高騰等により、前期より約2,000万円増となった。

【 第13期（2023年度）決算概要 】

9



雑費（国際）

諸会費

教育研修費

競技会等費用負担金

主管料

強化費

中学補助金

租税公課

備消品費

支払手数料

会議費

賃借料

荷造配達費

諸謝金（国際）

旅費交通費（国際）

水道光熱費

福利厚生費

退職給付引当金繰入額

賞与

役員報酬

0.00% 2.00% 4.00% 6.00% 8.00% 10.00% 12.00% 14.00% 16.00%

0.03%
1.44%

0.01%
0.03%
0.02%
0.14%

3.57%
0.77%

1.04%
7.86%

10.72%
1.67%

0.23%
0.01%
0.08%
0.12%

2.57%
14.98%

2.22%
0.16%
0.10%

0.56%
6.60%

1.42%
0.45%

0.80%
0.19%

0.94%
10.24%

9.67%
0.07%

1.86%
0.11%

2.49%
0.86%

1.11%
2.75%

11.07%
1.04%

【 第13期（2023年度）決算概要 】
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